
３．積 算 

３－１ 総 論 

積算は、適正な標準工法による場合の工事費（請負対象額）を算定しているものであり、積算 

内容と実際の現場内容とを十分にチェックしておくことが重要である。 

（解説） 

積算内容は、適正な請負対象額を算定するためのものであり、実際の現場内容 

とは必ずしも一致はしていないと思われる。 

しかし、重要なのは積算内容と実際の現場内容とを十分比較し、積算内容の妥 

当性を整理しておく必要がある。 

（諸経費等の取扱い） 

  下水道(1)…施工方法がシールド工法または、作業員が内部で作業する推進工法による管渠工事 

  下水道(2)…施工方法が開削工法または、（小口径の）推進工法による管渠工事 

  下水道(3)…ポンプ場工事、処理場工事等 

  下水道(4)…下水道の更生工法工事 

（解説） 

下水道(1) → ・シールド工事

・大中口径推進（φ800mm 以上）

下水道(2) → ・開削工事（開削で行なう雨水幹線、都市下水路工事も含む）

・小口径推進（φ700mm 以下)

下水道(3) → ・ポンプ場や処理場の工事

下水道(4) → ・下水道の更生工法による工事

その他、マンホールポンプ及び圧送管の積算については、厚生労働省歩掛りを採用する。 

（諸経費については、下水道の諸経費を採用する。） 
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（軽量鋼矢板損料の算定）

項　　　目 内　容 単位止 備考

矢板重量
 施工基準延長m÷矢板幅m×2
　　×矢板長m×質量t

小数1位  小数2位四捨五入

供用日当り賃料 ａ  物価資料

修理費及び損耗費 ｂ  軽作業  県機械損料表

使用回数  延長/基準ブロック延長 小数1位  小数2位切上

使用回数の補正 ｃ  1/2×(使用回数＋１) 小数1位
 小数2位切上
 県機械損料表

単位重量当り賃料  (ａ×供用日数＋ｂ×ｃ)

（参考）下水道設計積算要領（公益社団法人日本下水道協会）より

　断面性能表
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3-3 推進工法

（適用歩掛） 

適用歩掛は、次の順に適用するものとする。 

1.国土交通省水管理・国土保全局上下水道審議官グループ

2.公益社団法人日本推進技術協会

3.各種協会

4.特別調査または見積り

（作業時間） 

昼間施行（実働 8時間）を標準とする。 

ただし、これにより難い場合は、別途考慮する。 

（解説） 

この作業時間は、管渠の推進にかかるものである。 
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